平成２８年度第２回八尾市生涯学習センター学習プラザ運営審議会（要旨）
１　日　　時　平成２９年３月２２日（水）　午後２時００分～午後２時５５分
２　場　　所　八尾市生涯学習センター学習プラザ４階 大研修室
３　出席委員（名簿順）

副田委員、正田委員、西寺委員、村尾委員、中西委員、高橋委員
　　　
４　事務局(八尾市教育委員会)

中山教育長、田中生涯学習担当部長、南生涯学習スポーツ課長、奥保生涯学習スポーツ課長補佐、小山生涯学習スポーツ課長補佐、仲谷地域生涯学習係長
５　指定管理者{(公財)八尾市文化振興事業団}

今仲業務執行理事兼事務局長兼生涯学習センター長、柏原学習プラザ事業班リーダー、
日吉学習プラザ事業班副リーダー
６　議事案件
（１）新委員紹介
（２）教育長挨拶
（３）議事案件
①　平成２７年度八尾市生涯学習スポーツ課の実施講座について（資料１）
　②　平成２７年度各コミュニティセンターにおける現代的課題講座の実施について（資料２）
③　平成２７年度生涯学習センター指定管理者事業報告について（資料３）
（４）その他
　　　　　　　
(会議要旨)

１　新委員紹介　（略）
２　委員長挨拶　（略）

３　教育長挨拶　（略）
　
４　案件
 (１) 平成２７年度八尾市生涯学習スポーツ課の実施講座について（資料１）
(２) 平成２７年度各コミュニティセンターにおける現代的課題講座の実施について（資料２）
(３) 平成２７年度生涯学習センター指定管理者事業報告について（資料３）
○事務局

　（資料１及び資料２に基づき説明）

○指定管理者

　（資料３に基づき説明）

○委員
　　資料３のⅢの１１で実習・職業訓練９名との報告があったが、これは、各学校へ要請されて各学校から来られているものなのか、お伺いしたい。
○指定管理者
　実習・職業訓練と言いますのは、市役所のこども政策課が実施されている「八尾っ子お仕事体験」というのがあり、それに協力いただける施設の方に手を上げていただいて、小学校の児童が４名来られて、夏休みのこども講座の中で仕事を手伝っていただく体験をしていただきました。

○委員
　数点お聞かせ願いたい。一点目は、資料３のⅢ 管理業務の実施状況の１．（1）指定講座の表になっている中で「子どもの学習支援、青年・成人の就労支援、勤労者の技能向上に資するパソコン講座」があるが、これを見ると延べ受講者数４５となっているが、確か昨年は受講者数が４ケタあったかと思う。これは、以前から審議会でも議論となり、再就職を兼ねていろんな支援ができないだろうかという話しも出ていたことに対し、非常に減っているのではないかという点についてお伺いしたい。
　二点目は、「文化・芸術・芸能の理解を深め次世代へ継承していくための講座」について、延べ受講者数２９５と記載されているが、昨年は延べ受講者数が４ケタあったと思うが、これだけを見ると非常に減っているという印象になるが、特に何か理由があるのかという点について、まずお聞かせ願いたい。
○指定管理者
　講座については、指定講座と指定管理者の収益事業として実施している自主講座の２つの講座に分けています。その中で、２６年度で指定講座として実施したものについては、生涯学習スポーツ課と協議の上、自主講座に振り替えたものが多くあります。今、ご指摘いただいた「子どもの学習支援等」の欄ですが、２７年度４５名となっています。これば前年度は受講者数５８３人、延べ受講者数１，９３１と人数的にはかなり減っていますが、講座自体を減らしたというわけではなく、自主講座に振り替えした部分があります。

それから、７番目の「文化・芸術・芸能関係の講座」ですが、これも２７年度受講者が、　９９９名、２６年度の受講者が３３３名でしたので、大きく減っております。これも同じような理由で、指定講座の合計が受講者４，２６６名ですが、２６年度は受講者４,９８５名と、人数的には約７２０名の減となっている状況です。個々の理由については、担当より説明させていただきます。
○指定管理者

まず、「こどもの学習支援等のパソコン講座」ですが、市とも相談させていただき、指定講座に関しては、社会的な課題のものが中心となる講座で、２７年度に関しては、就労支援あるいは資格対策の関係のパソコン講座を指定講座としてあげさせていただきました。その他のエクセル、ワード等に関しては、自主講座として仕分けをさせていただきました。こちらは、指定講座のカウントされているので極端に減ったということです。　相対的には、パソコン講座に関しては、全部まとめてみれば極端に減っているということではありません。それから、「文化・芸術・芸能関係の講座」に関しても同じような理由ですが、もともと定期的に開催していました趣味的要素の濃いもの、例えば、茶道とか華道、俳画や水墨画、民謡などですが、どちらも文化に関係しますが、定期的に来られて継続的に受講されているというものに関しては、指定講座の枠ではなく、一端ここから出して、自主講座という形で仕分けをさせていただきましたので、こちらもほぼ自主講座に移った分でカウント数が減ったということです。
○委員

　指定講座を自主講座に移したということであるが、先ほどの子どもの学習支援等の講座では、今回は講座数２で昨年は３ということで１つ減ったが、次の文化・芸術・芸能関係の講座に関しては、昨年１３講座であったが、今年度は４講座に減ったということで、今の説明でよくわかった。
最初の子どもの学習支援、青年・成人の就労支援等の講座は３から２に減っただけという気がしたので、あえて聞かせていただいた。事務局から補足説明は。
○事務局
２６年度と２７年度での振り分け方について補足させていただきます。２６年度の事業実施については、２５年度中に準備を始めないといけないのですが、２５年度は指定管理者の選定の年であり、指定管理者が事業団に決定したのが２５年１２月でしたので、そこから２６年４月の事業開始時期までにおいて、市と事業団の間で月に２～３回ずつ程度、鋭意協議する中で、２７年度の事業形態が固まってこのような仕分けの仕方で実施させていただいたという経過であります。
○委員
　よくわかった。指定管理者としてよくご努力いただいているのがよくわかるので、そういう意味で質問させていただくが、資料３の２ページのウェルネスであるが、延べ利用者数というのが記載されているが、これは八尾市内には民間のウェルネスも出てきて、それに対応して維持いくのも大変かと思うが、そのあたりの苦労話があればお聞きしたい。

指定管理者としてよく努力していただいていると思っているが、その下のイベントの実施を見てみると、非常に工夫していただいて参加人も昨年より増えており、頑張っていただいていると思っているが、そのあたりのご苦労話があれば聞かせていただきたい。
○指定管理者
　実は、ウェルネス事業については、経営の面でかなり苦労があり、利用者数に伴う収益、それと事業者に人材派遣している金額の乖離がかなりあり、２６年度の決算では６００万円位の赤字となってかなり苦しい状況です。２７年度については、この事業者と協議をさせていただき、費用の部分をできるだけ少なくしていただくよう工夫していただきました。２８年度についても、私ども事業管理者の努力も含めて、協議をさせていただき経費削減に努めました。
　それから、民間との競合もかなり激しいものがあり、そういった中で、私ども公立の施設として地域の皆さん方に安心してご利用いただけるよう、この施設のＰＲを特に周辺地域に力を入れ、お誘いのＰＲをさせていただいています。これは、時間をかけてやっていくことだと思っていますが、２８年度に入りこの何ヶ月間で少しずつ利用者も増えてきていると感じています。
　

○委員長

　施設そのものが古くなってきており、その面だけでも大変だと思っている中で、イベントなどで工夫してやっていただいていることも評価している。何かとご苦労をおかけするが、頑張っていただきたい。
　最後に、もう一点だけお伺いしたい。資料３－１の２７年度の指定講座の表を見ると、指定区分「ａ」、分類内容「教育問題全般に関する講座」、講座数「１」、講座の内容、続いて、次の備考欄に「新」とか「追加」あるいは「中止」とか、「新・追加」「追加・新」あるいは「中止と合同開催」などとある。特にいろいろ経緯を踏まえて、新しく講座を作られた、開催された、そのあたりの評価として、指定講座についての実質どうなのかということを聞かせていただきたい。
○指定管理者

　前年度に開催したものの中身を確認させていただき、需要があったものについては、なるべく開催させていただいています。それにプラスして、新しく取り入れた、新しい情報を市民の皆様にということで、「新」として取り込ませています。「中止」となっていますのは、例えば、講師とうまく日程が合わないもの、あるいは開催を中止して違うものに振り替えたものなどがあります。「追加」と書かせていただいているのは、ほぼそういうものが多くて、中止になった代わりに新しくという形もございます。「新」と書かれているものに関しては、ほぼ２８年度も引き続き開催する方向でスタートしており、今のところ「中止」となった分に関しては、少し受講生の反応等を見させていただいたり、開催相手さんや共催している場合は関係相手さんとうまく話し合いがつかなかったということで中止にしている部分もあります。
○委員

　市民の方々のニーズをどういう方法でとらえるのか、非常に難しい問題である。またニーズをどう生かしていくかということも大きな課題である。その一方で、計画をしても講師との関係で日程がうまくいかない、なかなかとれないということでのご苦労があるかと思うが、この講座というのは大事な要素であるので、引き続き、ご苦労をおかけするが、工夫して市民のためになるような講座を期待したいと思う。
　他に、何かご質問は。
○委員

　資料２の現代的課題講座について、子どもを対象とした講座が非常に増えたという印象で、子育て世帯としては非常に嬉しく思っている。ニート・ひきこもりなど、すぐ周辺にある課題に取り組まれていてとてもすばらしいと思っているが、それに付随することで少し提案をさせていただきたい。
　「発達障がい」という言葉が、昨今ずいぶんと浸透してきているが、大人のみならず、子どもの発達障がいに関して、市としてのフォローがどうやらまだシステム化されていない現状があるらしいということが、まわりの母親から話しが入ってくる。素人の感覚では、診断がおりたらベルトコンベアー式にフォローがいっているかというと全くそうではなくて、障がい者やその家族の方、子どもも大人も、どうも孤立してしまう現状がある。そういう孤立は、児童虐待であるとか、ひきこもりとか、そういうことが生まれてくるのかという印象があるが、１クラス２人以上いると言われて、そのまま発達障がいは治らないとされているので、大人の方でも沢山の人がずいぶんと行きづらさを抱えている現状なのかと思う。そういった状況をフォーカスして、発達障がいの子どもを持つ親のコミュニティづくりのための講座であるとか、ひきこもりの親御さんもそういう方が多いので、「発達障がい」ということをキーワードに人が集えるような講座があればいいのではないかと思った。
○委員

　ただいまのご発言はご提案ということでお願いする。他にご質問は。
○委員

　ウェルネスコーナーの件について、建物も少し古くなったと思うが、すばらしい器具がたくさん揃っていて、立派な部屋でいろんなことができる施設と思っている。ただ、この施設まで来るというのが大変で、ある程度の年代になってくると、自転車でここへ延々と走らせてくるだけでもとても大変なことである。以前走っていた市内を巡回するようなバスか何か乗り物を配備していただければ有り難いと思う。
　これぐらい立派な施設もあり、スポーツ選手を養成するぐらいの器具も置いているので、かがやきに来たらいつもそのことだけが頭にあり、会議の趣旨から離れてしまうが、良い施設は多くの方々に利用していただかないと意味がないので、何か策はないかと思っているのでよろしくお願いする。
○委員

　会議の趣旨から外れた意見ではなく非常に大事な意見だと思う。この施設を生かすためには、ここへ来ていただくような手立てをしなければならないのは当然のことである。確かにこの施設は八尾の中心にあるので、なかなか交通の便が悪い。地域の方では各々コミセンがあるものの、ここで充実したことをやっていただいているので、それを生かすためには、引き続き、交通の便をご努力していただくことを要望しておきたいと思うが、特に事務局のほうで、何か考えはあるのか。
○事務局

　確かに委員ご指摘のように、市内に公共施設が点在しており、これをうまくループして行き易いように環境を整えていくということが大事なことです。当然、高齢の方々においても、病院へ行ったり、買い物や市の施設に手続きしに行くことなど、市民が出やすい環境を作っていくには、交通手段がとても重要であると、コミュニティバスを運行していましたが、利用状況が低調でありましたので、一端、廃止させていただき、地域の中でどういった交通手段が求められているのか、地域の中で考えていきましょうと、そういう中で、一つは竹渕地区においても、地元の方々が交通を手伝うしくみが出来つつあったかと思いますし、昨今では、民間の事業者が竹渕地区を含めて新たな交通手段・バスが運行するような予定と聞いています。
そういったことも含めて、市だけで近鉄バスや民間の事業者にお願いするということではなく、地域の声をいただきながら、民間事業者も参画しやすいようなしくみを作っていくことも必要かと思っています。今、いただいたお話しについては、私どもから直接交通担当している部署に伝え、引き続き、一緒に検討していきたいと思っています。
○事務局

　少し補足をさせていただきますが、当時、年間相当の額の赤字が毎年出ていたということで、税をこのまま注ぎ込んでいいのかと相当の議論があって、苦渋の選択としてコミュニティバスを一端廃止せざるを得ないということで今日に至っています。
ただ、現状はいろんな民間事業者さんも出てきて、他所の自治体であれば、民間さんが持っている通勤・通学のマイクロバスを少しボランタリー精神あるいは社会的貢献（ＣＳＲ）というところで使えないだろうかという動きも検討はしつつあるというのが八尾市の状況です。ただ、民間の事業者は、企業活動であり、利益との関係もありますので、なかなかきびしい部分がありますが、いろんなところを検討していかないといけないというのが市としての認識であります。
○委員

　費用対効果ということを考えた時、いくら公の事業であっても、必要なだけ出そうというわけにはいかない。経費のことはよくわかったが、逆に交通機関がほしいという意見もあるので、引き続き、気に止めていただいてご努力をお願いしておきたい。
　他にご意見等は。
○委員

　ウェルネスには一時保育はあるのか。

○指定管理者

　コモンセンスペアレンティングなど、子育て関係の講座については、一時保育を設けておりますが、ウェルネスについては実施しておりません。
○委員

　ウェルネスの営業時間は夜中もされているのか。

○指定管理者

　平日は午後９時まで、土・日・祝は午後５時までとなっています。

○委員

　平日ジムを利用される方は、高齢者の方など仕事を引退された方が多いと思うが、主婦層等をターゲットにされると収益が見込みやすいと思う。個人的には、ジムに行きたいと思っているが、子どもがネックになるので、ファミリーサポートセンターと連携して一時保育を設けられると利用しやすいと思うので、ご検討いただきたい。
－1－

